
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

６
５

回
 

 
 

 

行
仙

宿
行

仙
宿

行
仙

宿
行

仙
宿

・・ ・・
天

台
寺

門
宗

天
台

寺
門

宗
天

台
寺

門
宗

天
台

寺
門

宗
・・ ・・

三
井

寺
奥

三
井

寺
奥

三
井

寺
奥

三
井

寺
奥

駈駈 駈駈
行

一
行

行
一

行
行

一
行

行
一

行
のの のの
 

接
待

接
待

接
待

接
待

とと とと
Ｎ

Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｎ

Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ

Ｋ
取

材
協

力
取

材
協

力
取

材
協

力
取

材
協

力
 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

６
年

５
月

２
３

日
( 金

) ；
晴

時
々

曇
り

後
晴

 

◇
参

加
者

；
川
島

川
島

川
島

川
島
    

功
、

根
木

俊
明

、
生

熊
敏

男
、

畑
林

畑
林

畑
林

畑
林

秀
味

、
 

大
江

加
予

子
、

中
川

治
平

、
青
木

青
木

青
木

青
木

宏
充

、
榎

本
康

夫
、

 

奥
村

奥
村

奥
村

奥
村

順
夫

、
高

階
美

根
子

、
舟

瀬
 

蔀
の

１
１

名
。

 

Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｎ

Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｎ

Ｈ
Ｋ

和
歌

山
放

送
局

和
歌

山
放

送
局

和
歌

山
放

送
局

和
歌

山
放

送
局
；
斉

藤
記

者
、
近

藤
D

L
、
宮

川
カ

メ
ラ

マ
ン

、
古

橋
ラ

イ
ト

マ
ン

の
４

名
。

 
 

 
計

１
５

名
。

 

 

山
路

の
サ

ー
ク

ル
Ｋ

駐
車

場
に

行
く

と
、

Ｎ
Ｈ

Ｋ
和

歌
山

放
送

局
手

配

の
箱

バ
ン

( 運
転

手
、

斉
藤

記
者

、
近

藤
Ｄ

Ｌ
、

カ
メ

ラ
マ

ン
、

ラ
イ

ト
マ

ン
が

同
乗

) と
新

宮
組

が
待

機
し

て
い

る
。

斉
藤

記
者

、
近

藤
Ｄ

Ｌ
に

挨
拶

し
、

初
参

加
の

中
川

さ
ん

の
紹

介
( オ

リ
ン

バ
ス

等
の

光
学

レ
ン

ズ
設

計
の

個
人

事
業

者
) を

受
け

、
皆

さ
ん

へ
の

挨
拶

も
程

々
に

出
発

。
 

途
中

味
噌

汁
用

の
豆

腐
を

オ
ー

ク
ワ

有
馬

店
で

調
達

。
海

山
・

賀
田

組

と
合

流
す

る
小

阪
で

停
車

す
る

が
待

っ
て

い
な

い
。

浦
向

で
待

機
し

て
い

る
も

の
と

出
発

、
途

中
携

帯
電

話
で

確
認

す
る

。
 

浦
向

の
国

道
４

２
５

号
線

の
ゲ

ー
ト

前
に

は
、

海
山

・
賀

田
組

と
青

木

車
が

待
機

。
時

間
帯

交
通

規
制

の
関

係
か

ら
停

車
せ

ず
に

合
図

を
し

て
先

へ
と

急
ぐ

が
、

時
間

帯
交

通
規

制
は

解
除

さ
れ

て
い

た
。

 

本
日

の
作

業
予

定
と

参
加

者
の

紹
介

を
行

い
、

今
日

と
明

日
か

ら
の

行

事
で

使
用

す
る

荷
上

品
( お

茶
１

箱
、

カ
ラ

ー
み

か
ん

１
０

㎏
、

お
供

え
、
、

あ
ん

パ
ン

・
食

料
、

調
味

料
・

野
菜

等
) が

あ
り

、
荷

上
げ

出
来

る
か

心
配

し
た

が
、

参
加

者
も

多
く

全
て

荷
上

出
来

る
こ

と
に

な
り

安
堵

す
る

。
 

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

用
カ

メ
ラ

が
重

く
、

第
一

ベ
ン

チ
ま

で
の

急
な

登
り

に

弱
音

を
吐

か
れ

て
い

る
。

中
川

さ
ん

は
８

３
才

だ
そ
う

だ
が

一
緒

に
付

い

て
登

ら
れ
元
気

だ
。

浦
向

道
分
岐
付

近
の
石
楠
花

の
花

に
癒

さ
れ

第
二

ベ

ン
チ

で
一
休

み
。

日
陰

は
ひ

ん
や

り
し

た
風

が
吹
き

、
汗

を
か

い
た
体

に

は
心
地
よ

い
。

 

 
 

荷
を

分
担

し
い

ざ
出

発
！

 
 

 
第

二
ベ

ン
チ

で
小

休
止

、
風

が
心

地
良

い
 

行
者
堂

の
お
水
替

え
、
吉
開
賢
淳
師

か
ら
託

っ
た

海
苔

と
カ

ラ
ー

み
か

ん
を

お
供

え
し

て
、

全
員
揃

っ
た

時
点

で
根

木
さ

ん
導
師

に
峰

中
安

全
と

玉
岡

さ
ん

の
快
癒

を
祈
願

し
て
勤

行
す

る
。

 

斉
藤

記
者

が
９

時
半
過
ぎ

に
三
井
寺

一
行

の
福
家
紀

明
さ

ん
に

携
帯

電

話
で
現
在
地

を
聞

く
と
「
垂
直

の
鎖

場
を
過
ぎ
地
蔵
岳

山
頂
」
と

の
こ

と
、

予
定

通
り

だ
が
早

い
！

 
電

話
を
替
わ

り
昼

食
場
所

を
尋
ね

る
と
「

行
仙

宿
で

す
る

、
笠
捨

山
到
着

時
に
再
度
連
絡
」

し
て
下

さ
る

と
の

こ
と

。
こ

の
調

子
だ

と
１

２
時
半
過
ぎ

に
は
到
着

さ
れ

る
だ
ろ
う

。
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榎
本

・
青

木
・
畑
林

さ
ん

達
は
水
汲

み
へ

、
残

り
の

男
性

は
行

者
堂

の

幟
立

て
、
女
性

に
は
紅

茶
・

お
茶

・
味

噌
汁

の
調
理

を
お
願

い
す

る
。

 
 

川
島

は
行
仙
宿
到
着

前
の
取
材
撮
影

に
な

り
そ
う

な
「

か
ら
池
」
付

近

を
案
内

す
る

。
そ

の
後

、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

の
方

達
は

行
仙
岳
迄

の
撮
影
ポ

イ
ン

ト

を
探

し
に

行
か

れ
る

。
 

そ
の

間
に

、
一

行
に

手
渡

す
吉
開
賢
淳
師

か
ら
頂

い
た

お
茶

(5
0

0
m

l) 、

カ
ラ

ー
み

か
ん

２
個

・
あ

ん
パ

ン
１

個
を
袋
詰
め

。
１

１
時
よ

り
昼

食
。

 

福
家

さ
ん

か
ら

ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ

ン
し

て
笠
捨

山
手

前
を

登
行

中
と
連
絡

が
あ

る
。

斉
藤

記
者

は
大

阪
の
空
撮
担
当

に
連
絡

す
る

と
、
雲

が
低

く
見

合
わ

せ
て

い
た

が
、
約

４
０
分

の
遅

れ
が

出
た

と
連
絡

に
、
再
度
天
候

調

査
の

上
で
ヘ

リ
が
飛
ぶ

と
の

こ
と

。
 

や
が

て
ヘ

リ
の
爆

音
が
聞

こ
え

、
笠
捨

山
へ

と
向
う

。
三
井
寺

一
行

は

笠
捨

山
か

ら
下

山
中

と
の
連
絡

が
あ

る
が

、
ヘ

リ
か

ら
確

認
出

来
な

い
と

の
こ

と
。

山
頂

か
ら
約

４
０

０
ｍ
下

る
ま

で
は

、
樹
林

帯
な

の
で
そ

の
地

点
を
過
ぎ

る
と

確
認

で
き

る
は

ず
と

斉
藤

記
者

に
伝

え
る

。
行
仙
宿

上
空

辺
り

で
旋

回
し

た
ヘ

リ
は

、
笠
捨

山
北
面

で
ホ

バ
ー

リ
ン
グ

し
て

い
る

。
 

三
井
寺

一
行

に
手

を
振

ら
な

い
様

に
と
空
撮
担
当

者
か

ら
斉

藤
記

者
に

連
絡

が
あ

り
、
三
井
寺

一
行

に
連
絡

。
そ

の
後
数

回
旋

回
し

行
仙
宿
付

近

の
空
撮

も
終

え
機
影

が
消

え
る

。
修
験

者
一

行
の
空
撮

は
、
Ｓ

５
２

年
の

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア

ー
カ

イ
ブ

ス
以

来
３

７
年
ぶ

り
に

な
り

、
遅

れ
た

こ
と

に
よ

り

奇
跡
的

に
バ
ッ

チ
リ
撮
影

出
来

た
と

斉
藤

記
者

が
喜

ん
で

お
ら

れ
る

。
 

１
３

時
前

に
な

り
一

行
の
到
着

を
知

ら
せ

て
貰
う
為

に
、
逓
信

道
( 鉄
塔

巡
視

路
) 分
岐

近
く

に
待

機
連
絡

を
榎

本
・
畑
林

さ
ん

達
に

お
願

い
す

る
。

 

１
３

時
半

に
な

り
様

子
を
見

に
行

く
と

待
機

し
て

い
る

榎
本

さ
ん

達
が

見
当

た
ら

な
い

。
一

行
の
法
螺

の
音

が
す

る
が

大
分
遠
そ
う

だ
。

１
４

時

前
に

な
り

。
法
螺

の
音

が
大
き

く
聞

こ
え

、
根

木
さ

ん
も
法
螺

を
吹
き
返

す
。

榎
本

さ
ん

達
は

、
遅

い
の

で
八

大
金
剛
童

子
像

ま
で

登
り

待
機

。
一

行
は

荷
が

重
く

か
な

り
疲

れ
て

い
る

と
戻

っ
て

来
る

。
 

１
４

時
１

０
頃

に
佐

田
ノ
辻

で
「

お
疲

れ
さ

ま
！
」

と
声

を
か

け
握

手

で
出
迎

え
す

る
。
懇
意

に
し

て
頂

い
て

い
る
吉
開
賢
淳
師

も
参

加
さ

れ
て

お
り

、
力
強

く
握

手
で

お
迎

え
し

、
食

事
中

に
寄
贈

の
お
礼

を
述
べ

る
。

行
者
堂

で
三
井
寺

( 園
城
寺

) 一
行

２
２

名
に
よ

る
般
若

心
経

が
新
緑

の

峰
々

に
響
き

、
荘
厳

な
雰
囲
気

を
Ｎ

Ｈ
Ｋ

が
取
材
撮
影

さ
れ

て
い

る
。

 

ま
ず
紅

茶
で
喉

の
渇
き

を
潤

し
て
頂

く
。
昨

日
も
遅

れ
が

あ
り

今
朝

は

３
時

発
で

な
く

１
時
半

に
玉
置
神
社

を
出
立

し
た

が
、
や

は
り
体

調
不
良

者
に
よ

り
大
幅

に
遅

れ
た

の
こ

と
。
昼

食
は
未

だ
で
非
常

に
遅

い
昼

食
を

さ
れ

る
。
小
屋
内

に
入

っ
て

食
べ

ら
れ

る
様

に
食
台

を
準
備

し
て

い
た

が
、

室
外

で
昼

食
と

な
り

味
噌

汁
・

お
茶

を
提

供
す

る
。
律
儀

に
行
仙
宿

ま
で
空
腹

で
抖

擻
さ

れ
、
疲

れ
も

加
わ

り
遅

れ
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

 

 
 

行
者

堂
で

三
井

寺
一

行
の

勤
行

 
 

行
仙

宿
出

立
前

の
隊

列
準

備
 

今
秋
三
井
寺

は
、
智
証

大
師

１
２

０
０

年
遠
忌

に
当

り
、

１
０

名
は
玉
置
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神
社
～

前
鬼

、
１

２
名

は
本

宮
～
吉

野
ま

で
の

記
念

順
峯
奥
駈

行
と

の
こ

と
。
 

今
日

の
宿
泊

は
、

こ
れ

か
ら
約

４
時

間
か

か
る
持
経
宿
迄
歩

く
こ

と
に

な
る
為

、
慌

し
く

食
事

を
終

え
、
１

４
時

５
０
分

行
仙
宿

を
出
立

さ
れ

る
。

我
々

は
、
管
理
棟

を
過
ぎ

た
広

い
尾

根
で
「
満

行
さ

れ
ま

す
よ
う

に
！
」

と
見

送
る

。
急
斜
面

の
坂

上
で

は
一

行
を
取
材
撮
影

さ
れ

て
い

る
。

 

 

小
屋

を
出

た
急

な
坂

道
「

満
行

さ
れ

ま
す

よ
う

に
！

が
ん

ば
れ

ー
」
 

行
仙
岳

で
も
取
材
撮
影

す
る

と
の

こ
と

か
ら

先
行

さ
れ

る
。

 

福
家

さ
ん

に
は

、
不

調
で
歩

く
の
無
理

で
あ

れ
ば

、
行
仙
宿
よ

り
下

り
、

白
谷
林

道
を
経

て
持
経
宿

ま
で

車
で

送
る
旨

を
申

し
出

た
ら

、
荷
物

で
も

運
搬

の
話

で
あ

っ
た

が
、
本

人
は
修

行
な

の
で
頑
張

る
と
言
わ

れ
た

の
で

、

頑
張

ら
れ

る
事

で
し
ょ
う

と
出

て
行

か
れ

た
。

 

三
井
寺

一
行

は
、
普
段

の
足

な
ら
持
経
宿
迄
約

４
時

間
で

あ
る

が
、

こ

れ
ま

で
の
体

調
不
良

者
が
居

る
事

を
考
慮

す
る

と
、

２
０

時
頃

に
な

る
の

で
は

と
一
寸

心
配

す
る

。
 

近
藤

Ｄ
Ｌ

は
、

明
日
沖
崎

さ
ん

達
と
再
度

登
り

、
茂
原

ク
リ
ニ
ッ

ク
と

の
普
請

作
業

を
取
材
撮
影

さ
れ

る
事

か
ら

、
新

宮
ま

で
同

乗
と

な
る

。
 

行
仙
岳

で
取
材
撮
影

後
、

行
仙
宿

に
戻

る
ま

で
待
つ

こ
と

に
な

る
。

 

そ
の

間
に

後
片
付

け
を

す
る

が
、

海
山

・
賀

田
組

は
１

５
時
過
ぎ

に
下

山
さ

せ
る

。
取
材
班

は
１

６
時

前
に
戻

ら
れ

、
小
休
止

後
に

日
帰

り
新

宮

組
と

Ｎ
Ｈ

Ｋ
取
材
班

は
下

山
。

近
藤

Ｄ
Ｌ

は
新

宮
へ

、
残

り
の

Ｎ
Ｈ

Ｋ
取

材
班

は
、
吉

野
経
由

で
和

歌
山

へ
帰

局
さ

れ
る

。
 

今
夜
宿
泊

の
生

熊
・

青
木

・
川
島

は
、

生
熊

さ
ん

調
達

の
お

で
ん

、
マ

グ
ロ

の
干
物

・
青

木
さ

ん
持

参
の

豆
腐

、
べ

ー
コ

ン
等

の
豪
勢

な
夕

食
と

な
り

、
青

木
、

川
島

は
盛

り
上

が
り
議
論

と
談
笑

を
交
わ

し
２

２
時
過
ぎ

に
就
寝

。
 

最
後

に
、

Ｎ
Ｈ

Ｋ
取
材
班

の
皆

さ
ん

本
当

に
お
疲

れ
様

で
し

た
。

 

 
 

下
山

前
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
取

材
班

と
新

宮
組

の
記

念
撮

影
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇◇ ◇◇
本
行
事

本
行
事

本
行
事

本
行
事
のの のの
寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈
品品 品品
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